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Jetpack Composeで 
Reduxっぽいアーキテクチャを試す
Jetpack Compose Architecture
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Jetpack Compose進めています

https://engineering.linecorp.com/ja/blog/lind_design_system_with_jetpack_compose

https://engineering.linecorp.com/ja/blog/lind_design_system_with_jetpack_compose


今回のゴール
Jetpack ComposeでReduxっぽいアーキテクチャ 
を試す⽅法と、そのメリット/デメリットを知る 

1. 標準的なアーキテクチャの⾟み 
. Reduxっぽいアーキテクチャを試す 
3. ⾮同期処理を扱う 
. Reducerを分割する 
5. まとめ

🚀



標準的な 
アーキテクチャの⾟み1



標準的なアーキテクチャ
ViewModelでStateを保持



複雑な画⾯だと…
Composableの引数が爆増 🤯

際限なく増える 
ステートとアクション



バケツリレー地獄

ViewModel
State

Action

末端のコンポーネントと情報をやりとりするのは⼤変



単⼀責任の原則の違反
末端の変更に合わせて、親も変更する必要が出てくる

変更が発生！

合わせて変更

合わせて変更

合わせて変更



不要なrecomposeの発⽣

画面更新!

recompose!

recompose!

recompose!

末端の更新のために親もrecomposeされる



ViewModelも肥⼤しがち…



ViewModelを分割？
状態を共有する場合等、上⼿く⾏かないケースも

ViewModel1 ViewModel2



Reduxっぽい 
アーキテクチャを試す2



Reudxとは？
JavaScriptアプリケーションのための状態管理ライブラリ

View

Action

Reducer

Store



Storeをコンポーネントが参照できる

Store



GitHubに実装を上げています

https://github.com/mori-atsushi/kredux

https://github.com/mori-atsushi/kredux


StateとActionを定義する



Reducerを作る



Storeを作る



StoreをCompositionLocalで提供



Storeの値を監視する
Selectで必要な値 
だけ監視する



ActionをDispatchする

Dispatcherを取得

Actionを呼び出し



アプリケーションロジックを 
CompositionLocalで提供する？ 

暗黙的なデータ渡しになる 
公式では推奨されていない 
Reduxを再現するため、今回は許容

🤔



💡
単⼀⽅向のデータフローが強制される 
複雑なステートが管理しやすくなる 

⼊⼒と出⼒がはっきりしてるのでテストが書きやすい 

デメリット：単純なステート管理には書くコードが増える 

バケツリレー地獄からの脱却 
⼦コンポーネントで直接Storeを参照できる 

デメリット：やりすぎると再利⽤性に⽀障が出る

メリット/デメリット



⾮同期処理を扱う3



⾮同期処理は苦⼿
Action -> Stateのデータフローから逸脱するため 

いろんな対応⽅法が存在 
ActionCreator内で処理する 

ActionとIntentを分けてその間で処理する 

Reducer内で処理する（the Composable Architecture）



MiddlewareでSideEffectをもたせる

View

Action

Reducer

Store

Middleware API / DB



Actionを定義する
UIからのActionに、⾮同期処理のActionを加える



SideEffectでActionを監視する

RequestのActionを 
監視する



SideEffectでActionを監視する

Kotlin Coroutinesで 
非同期処理を呼び出し



SideEffectでActionを監視する

非同期処理が完了したら 
Actionを呼び出す



Flowも監視してActionに変換可能



Reducerを分割する4



Reducerが肥⼤化する…

際限なく増える 
Action



Stateをネストさせる



各Stateに対してReducerを作る



複数のReducerを組み合わせる

親Stateを分解

親Stateを組み立てる



まとめ
Reduxっぽいアーキテクチャを導⼊することで、 
いくつかの課題が解決できそう 
軽量なアーキテクチャなので、コピペして使うことができる 

検討事項： 
簡単な画⾯には不要な複雑さをもたらす 
学習コストがかかる 
標準的なアーキテクチャを逸脱することによる不安感


